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(54)【発明の名称】 内視鏡装置

(57)【要約】
【課題】  被写体の動きが速い場合でも良好な静止画を
記録可能な内視鏡装置を実現する。
【解決手段】  内視鏡装置１は、内視鏡２と、光源装置
３と、ＣＣＤ２１を内蔵したＴＶカメラ４と、ＣＣＵ５
とから主に構成される。前記光源装置３は、静止画撮像
用の照明光と動画撮像用の照明光とを選択的に供給する
ランプユニット１１を有して構成されている。前記ＣＣ
Ｕ５は、前記光源装置３のランプ制御回路１２を制御し
て静止画撮像用の照明光と動画撮像用の照明光とを選択
的に切り換え、さらに切り換えた静止画撮像用の照明光
で照明される被写体像に適合するようにＣＣＤドライバ
２２を制御して前記ＴＶカメラ４のＣＣＤ２１の動作を
制御するＣＰＵ２４を有して構成される。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  静止画撮像用の照明光と動画撮像用の照
明光とを内視鏡に供給可能な照明光供給手段と、この照
明光供給手段からの照明光で照明された被写体像を撮像
する撮像手段と、
前記照明光供給手段で発生する前記動画撮像用の照明光
と前記静止画撮像用の照明光とを選択的に切り換える照
明光切換手段と、
前記照明光切換手段を制御して前記動画撮像用の照明光
を前記静止画撮像用の照明光に切り換え、さらに切り換
えた当該静止画撮像用の照明光で照明される被写体像に
適合するように前記撮像手段の動作を制御する制御手段
と、
を具備したことを特徴とする内視鏡装置。
【請求項２】  前記制御手段は、前記撮像手段の露光動
作を制御することを特徴とする請求項１に記載の内視鏡
装置。
【請求項３】  前記制御手段は、前記撮像手段の出力動
作を制御することを特徴とする請求項１に記載の内視鏡
装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、内視鏡装置、更に
詳しくは照明光を供給する供給制御部分及びこの供給制
御部分による照明光で照明された被写体像を撮像する撮
像制御部分に特徴のある内視鏡装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】近年、内視鏡装置は、医療用分野及び工
業用分野で広く用いられる。内視鏡装置は、光学式内視
鏡の接眼部に撮像手段を備えたテレビカメラを装着した
ものがある。また、内視鏡装置は、先端部に撮像手段を
備えた電子内視鏡を用いたものがある。上記内視鏡装置
は、撮像手段で撮像した内視鏡画像をモニタに表示する
ものである。
【０００３】上記内視鏡装置を用いて、例えば医療用分
野で内視鏡検査を行った場合、後で詳しく診断すること
ができるように術者はしばしば動画像や静止画像を記録
したり、ハードコピーを得たりする。
【０００４】このような内視鏡装置は、例えば特開平１
１－４７０８５号に記載されているように内視鏡画像と
して得た静止画をＰＣカードなどの記憶デバイスに記録
する記録手段を有したものが提案されている。上記内視
鏡装置は、静止画に対応して検索・編集などが容易にで
き、且つ画質の劣化を少なくするために静止画用拡張ユ
ニットにより静止画像をデジタルデータのまま圧縮し、
上記記憶デバイスに記録するようになっている。
【０００５】一般に、このような内視鏡装置は、被写体
の動きをスムーズに、また、フリッカを軽減するために
動画撮影時に毎秒フレーム数が多い程よい。このため、
一般的なＴＶ信号の規格であるＮＴＳＣ（ Natinal Ter
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evision System Comitee ）信号やＰＡＬ（ Phase Alte
rnating Line）信号は、インターレーススキャン（飛び
越し走査）方式を用いて毎秒フレーム数を増やしてい
る。このため、内視鏡装置は、インターレーススキャン
（飛び越し走査）方式に対応したＣＣＤを用いている。
【０００６】一方、近年、デジタルカメラの急速な普及
により、ＣＣＤは、静止画撮影により適したプログレッ
シブスキャン（全画素読み出し）方式で撮像するものが
増えてきている。このようなプログレッシブスキャン方
式のＣＣＤは、より高解像な静止画を撮像するために高
画素化が進んでいる。このため、プログレッシブスキャ
ン方式のＣＣＤは、動画を撮像するために毎秒フレーム
数を上げる必要がある。
【０００７】従って、内視鏡装置は、上記プログレッシ
ブスキャン方式のＣＣＤを用いる場合に、ＮＴＳＣ信号
やＰＡＬ信号に対応したＣＣＤに比べて、高速の動作周
波数でプログレッシブスキャン方式のＣＣＤを駆動する
必要がある。
【０００８】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、従来の
内視鏡装置は、静止画記録時に特に被写体の動きが速い
場合に、画像のボケが生じてしまう。また、従来の内視
鏡装置は、インターレーススキャン方式のＣＣＤを用い
てフルフレームの静止画記録を行う場合に、フィールド
間の時間差によるブレが生じ、なかなか良好な画像を得
ることができなかった。従来の内視鏡装置は、このフィ
ールド間のブレを無くすために、１フレームを構成する
２つのフィールドのうち１フィールドのみの情報を用い
て静止画を得るという方法がある。それでも、従来の内
視鏡装置は、画像のボケを低減するために、シャッター
スピードを上げて撮像した場合は、画像が暗くなるとい
う問題があった。
【０００９】また、従来の内視鏡装置は、プログレッシ
ブスキャン方式のＣＣＤを用いた場合に、インターレー
ススキャン方式のＣＣＤに比べると、フィールド間のブ
レは無くなる。しかしながら、従来の内視鏡装置は、被
写体の動きが速い場合に、シャッタースピードを上げて
撮像すると、画像が暗くなるという問題があった。
【００１０】また、一般的な内視鏡装置は、撮像素子と
制御回路とを分離している。このため、制御回路から撮
像素子への制御信号は、数メートルのカメラケーブル内
を伝送させる必要がある。よって、従来の内視鏡装置
は、高速の動作周波数で一般的に高画素のプログレッシ
ブスキャン方式のＣＣＤを駆動することが困難である。
このため、従来の内視鏡装置は、ＣＣＤの動作周波数を
あまり高速化せずに、毎秒フレーム数を下げて動画撮影
を行うと被写体の動きがスムーズでなくなるという問題
があった。
【００１１】本発明は、これらの事情に鑑みてなされた
ものであり、被写体の動きが速い場合でも良好な静止画
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を記録可能な内視鏡装置を提供することを目的としてい
る。
【００１２】
【課題を解決するための手段】前記目的を達成するた
め、本発明の請求項１に記載の内視鏡装置は、静止画撮
像用の照明光と動画撮像用の照明光とを内視鏡に供給可
能な照明光供給手段と、この照明光供給手段からの照明
光で照明された被写体像を撮像する撮像手段と、前記照
明光供給手段で発生する前記動画撮像用の照明光と前記
静止画撮像用の照明光とを選択的に切り換える照明光切
換手段と、前記照明光切換手段を制御して前記動画撮像
用の照明光を前記静止画撮像用の照明光に切り換え、さ
らに切り換えた当該静止画撮像用の照明光で照明される
被写体像に適合するように前記撮像手段の動作を制御す
る制御手段と、を具備したことを特徴としている。ま
た、本発明の請求項２は、請求項１に記載の内視鏡装置
において、前記制御手段は、前記撮像手段の露光動作を
制御することを特徴としている。また、本発明の請求項
３は、請求項１に記載の内視鏡装置において、前記制御
手段は、前記撮像手段の出力動作を制御することを特徴
としている。この構成により、被写体の動きが速い場合
でも良好な静止画を記録可能な内視鏡装置を実現する。
【００１３】
【発明の実施の形態】以下、図面を参照して本発明の実
施の形態を説明する。
（第１の実施の形態）図１ないし図４は本発明の第１の
実施の形態に係り、図１は本発明の第１の実施の形態の
内視鏡装置の全体構成を示す全体構成図、図２は図１の
内視鏡装置の内部構成を示す回路ブロック図、図３は図
２のランプユニットの内部構成を示す概略構成図、図４
は図２の画像記憶メモリの内部構成を示す回路ブロック
図である。
【００１４】図１に示すように本実施の形態の内視鏡装
置１は、体腔内に挿入部２ａを挿入し患部等の被写体像
を操作部２ｂ上部に設けられた接眼部２ｃに伝達する硬
性内視鏡（以下、単に内視鏡）２と、この内視鏡２に照
明光を供給する光源装置３と、前記内視鏡２の接眼部２
ｂに着脱自在に取り付け可能で、この内視鏡２の接眼部
２ｂから伝達される被写体像を撮像する後述の撮像手段
を内蔵した外付けＴＶカメラ（以下、ＴＶカメラ）４
と、このＴＶカメラ４により得られた撮像信号を信号処
理するＣＣＵ（カメラコントロールユニット）５と、こ
のＣＣＵ５で信号処理した映像信号による内視鏡画像を
表示する表示モニタ（以下、モニタ）６とから主に構成
される。尚、前記ＣＣＵ５と前記光源装置３とは、通信
ケーブル７により接続されている。また、前記ＴＶカメ
ラ４と前記ＣＣＵ５とは、カメラケーブル４ａより接続
されている。
【００１５】前記ＣＣＵ５は、このフロントパネル５ａ
にＰＣカード等の記録媒体が着脱自在で装着される記録
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媒体スロット５ｂを有している。尚、ＰＣカードとはＰ
Ｃカードスタンダードに準拠したクレジットサイズの周
辺機器で、パーソナルコンピュータメモリカード国際協
会と日本電子工業振興会が１９９５年に規格化されたも
のである。また、前記ＣＣＵ５は、このフロントパネル
５ａに操作手段として、フリーズやレリーズ等の操作ス
イッチ５ｃ類を有している。前記ＴＶカメラ４は、この
外表面に操作手段として、フリーズスイッチ８ａ及びレ
リーズスイッチ８ｂで構成されるリモートスイッチ８を
有している。
【００１６】図２に示すように前記内視鏡２は、操作部
２ｂ側部から延出するライトガイドケーブル３ａを前記
光源装置３に着脱自在に接続することで、前記光源装置
３のランプユニット１１から照明光が供給されるように
なっている。前記ランプユニット１１は、後述するよう
にランプ制御回路１２に制御される。尚、本実施の形態
では、後述するように前記ランプユニット１１は、静止
画撮像用の照明光と動画撮像用の照明光とを選択的に切
り換えて供給するようになっている。
【００１７】前記光源装置３のランプユニット１１から
供給された照明光は、内視鏡２の挿入部先端側に伝達さ
れ、その出射面より照明窓を介して被写体を照明するよ
うになっている。照明された被写体像は、前記内視鏡２
の前記挿入部先端面に配設された観察窓（不図示）を介
して取り込まれ、リレーレンズ等の図示しない導光手段
により前記接眼部２ｃに伝達されるようになっている。
そして、この接眼部２ｃに設けた図示しない接眼レンズ
を介して被写体像は、観察可能である。
【００１８】前記内視鏡２の接眼部２ｃから伝達された
被写体像は、前記ＴＶカメラ４を取り付けることで、こ
のＴＶカメラ４に内蔵した撮像手段であるＣＣＤ２１の
結像面に結像され、撮像されるようになっている。尚、
本実施の形態で用いられるＣＣＤ２１は、現行のＴＶ放
送（ＮＴＳＣ方式）によるインターレース方式で全画素
の信号を読み出すＣＣＤである。
【００１９】前記ＣＣＤ２１は、前記ＣＣＵ５内のＣＣ
Ｄドライバ２２にて駆動制御される。前記ＣＣＤドライ
バ２２は、ＴＧ（タイミングジェネレータ）２３からの
ＣＣＤ駆動信号により駆動される。前記ＴＧ２３は、Ｃ
ＰＵ２４からの制御信号により制御される。尚、前記Ｔ
Ｇ２３は、各種タイミング信号を出力する。
【００２０】所定のタイミングにて駆動されるＣＣＤ２
１は、この結像面に結像された被写体像を光電変換し
て、電荷を蓄積する。前記ＣＣＤ２１で蓄積された電荷
は、前記ＣＣＵ５内のＣＣＤドライバ２２にて撮像信号
として読み出され、前記ＣＣＵ５へ伝達される。尚、本
実施の形態で用いられるＣＣＤ２１は、電子シャッタ機
能を有している。
【００２１】前記ＣＣＵ５内へ伝達された撮像信号は、
前段アナログ信号処理回路２５にて伝達により発生した
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損失分を補うため所定のゲインで増幅され、相関二重サ
ンプリングやゲインの調整等を行われ、撮像信号のレベ
ルが調整される。その後、Ａ／Ｄ変換回路２６にてアナ
ログ信号からデジタル信号に変換され、デジタル信号処
理回路２７へ入力される。前記デジタル信号処理回路２
７へ入力されたデジタル信号は、所定のデジタル信号処
理を施され、デジタル映像信号に変換される。
【００２２】前記デジタル信号処理回路２７で変換され
たデジタル映像信号は、画像記憶メモリ部２８に入力さ
れ、動画用又は静止画用デジタルデータとして書き込ま
れる。この画像記憶メモリ部２８の動作は、後述する。
画像記憶メモリ部２８に書き込まれた動画用又は静止画
用デジタルデータはどちらかに切り換えられてＤ／Ａ変
換回路２９に出力されるようになっている。前記Ｄ／Ａ
変換回路２９は、出力された動画用又は静止画用デジタ
ルデータをデジタル信号からアナログ信号に変換し、後
段アナログ処理回路３０へ出力する。
【００２３】前記後段アナログ処理回路３０は、前記Ｄ
／Ａ変換回路２９でアナログ信号に変換されたアナログ
映像信号をＶＢＳ信号（コンポジット信号）やアナログ
ＲＧＢ信号に変換し、前記モニタ６に出力するようにな
っている。
【００２４】また、上述したようにＣＣＵ５は、ＰＣカ
ードなどの記録媒体３１が挿入される記録媒体スロット
５ｂを有している。前記ＣＣＵ５は、前記記録媒体３１
に静止画を記録するためのデジタル画像記録・圧縮回路
３２を有している。前記デジタル画像記録・圧縮回路３
２は、前記ＣＰＵ２４の制御により前記画像記憶メモリ
部２８からのデジタル静止画データに所定のフォーマッ
トへの変換・ＪＰＥＧ（Joint Photographic Expert Gr
oup）圧縮等を行い、前記記録媒体３１に静止画を記録
させるようになっている。また、前記デジタル信号処理
回路２７からのデジタル映像信号は、検波回路３３へ入
力されるようになっている。前記検波回路３３は、入力
されたデジタル映像信号により、撮像画像の明るさを検
出し、検出した結果を調光回路３４に出力するようにな
っている。
【００２５】前記調光回路３４は、前記検波回路３３で
検出された撮像画像の明るさ結果により、現在の明るさ
を今より暗くするのか明るくするのかを判別し、この判
別した結果を調光信号として前記ＣＰＵ２４に出力する
ようになっている。前記ＣＰＵ２４は、前記調光回路３
４からの調光信号により、前記光源装置３のランプユニ
ット１１及び前記ＴＶカメラ４のＣＣＤ２１を制御し、
最適な明るさの画像が得られるようになっている。
【００２６】本実施の形態では、前記ＣＰＵ２４は、前
記ＴＶカメラ４のリモートスイッチ７もしくは前記ＣＣ
Ｕ５のフロントパネルの操作スイッチ５ｃの押下操作に
より、前記光源装置３のランプ制御回路１２を制御して
静止画撮像用の照明光と動画撮像用の照明光とを選択的
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に切り換え、さらに切り換えた静止画撮像用の照明光で
照明される被写体像に適合するようにＣＣＤドライバ２
２を制御して前記ＴＶカメラ４のＣＣＤ２１の動作を制
御するようになっている。
【００２７】図３に示すように光源装置３の前記ランプ
ユニット１１は、通常照明光を発生する通常照明光用ラ
ンプ４１及びこの通常照明光用ランプ４１を点灯するラ
ンプ電源４１ａと、フラッシュ光を発生するフラッシュ
光用ランプ４２及びこのフラッシュ光用ランプ４２を点
灯するランプ電源４２ａと、これら通常照明光とフラッ
シュ光とを切り換える可動ミラー４３及びこの可動ミラ
ー４３を駆動するミラー駆動部４３ａと、前記可動ミラ
ー４３からの照明光を集光して、前記ライトガイドケー
ブル３ａに挿通するライトガイド３ｂの光入射端に集光
する集光レンズ４４とから構成されている。
【００２８】前記可動ミラー４３は、通常照明光用ラン
プ４１の通常照明光をライトガイドケーブル３ａのライ
トガイド３ｂの光入射端に入射する際には、位置Ａの状
態にある。そして、可動ミラー４３は、ミラー駆動部４
３ａにより可動されると、位置Ｂに移動するようになっ
ている。これにより、通常照明光用ランプ４１の通常照
明光は遮られ、代わりにフラッシュ光用ランプ４２のフ
ラッシュ光がライトガイドケーブル３ａのライトガイド
３ｂの光入射端に入射されるようになっている。
【００２９】図４に示すように前記ＣＣＵ５の前記画像
記憶メモリ部２８は、前記デジタル信号処理回路２７か
ら入力されるデジタル映像信号を書き込む動画用画像メ
モリ５１及び静止画用画像メモリ５２と、これら動画用
画像メモリ５１及び静止画用画像メモリ５２から出力さ
れたデータを選択し、前記Ｄ／Ａ変換器２９に出力する
セレクタ５３と、前記デジタル画像記録・圧縮回路３２
にデジタル静止画データを送信するバッファ５４とから
構成されている。
【００３０】通常の動画撮影時には、前記デジタル信号
処理回路２７からのデジタル映像信号は、前記ＣＰＵ２
４の制御により前記動画用画像メモリ５１に動画用デジ
タルデータとして書き込まれ、随時次のフイールドで読
み出されるようになっている。そして、読み出された動
画用デジタルデータは、前記セレクタ５３の選択によ
り、随時前記Ｄ／Ａ変換器２９に出力されるようになっ
ている。
【００３１】一方、静止画撮影時には、前記デジタル信
号処理回路２７からのデジタル映像信号は、前記ＣＰＵ
２４の制御により１フィールド期間の静止画デジタルデ
ータとして前記静止画用画像メモリ５２に書き込まれ、
１次的に記憶される。そして、前記ＣＰＵ２４の制御に
より、前記静止画用画像メモリ５２に書き込まれた静止
画デジタルデータは、次のフイールドで読み出されるよ
うになっている。そして、読み出された静止画デジタル
データは、前記ＣＰＵ２４の制御により前記セレクタ５
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7
３で選択され、前記Ｄ／Ａ変換器２９に出力されるよう
になっている。
【００３２】また、前記静止画用画像メモリ５２に記憶
された静止画デジタルデータは、前記ＣＰＵ２４の制御
により前記バッファ５４のオンによって前記デジタル画
像記録・圧縮回路３２に送信されるようになっている。
【００３３】このように構成された本実施の形態の内視
鏡装置１の作用を説明する。ＣＣＵ５のＣＰＵ２４は、
ＣＣＵ５のフロントパネル５ａの操作スイッチ５ｃもし
くはＴＶカメラ４のフリーズスイッチ８ａが押下操作さ
れ、フリーズ信号が入力される。すると、ＣＣＵ５のＣ
ＰＵ２４は、所定のタイミングで光源装置３のランプ制
御回路１２に通信ケーブル７を介してミラー切換信号を
送信する。このミラー切換信号を受信したランプ制御回
路１２は、ランプユニット１１のランプ電源４１ａに点
灯信号を送信し、フラッシュ光用ランプ４２を点灯させ
る。同時に、ランプ制御回路１２は、ミラー駆動部４３
ａに切換信号を送信し、点灯したフラッシュ光用ランプ
４２からのフラッシュ光がライトガイドケーブル３ａの
ライトガイド３ｂの光入射端に入射するよう可動ミラー
４３を駆動させる。そして、可動ミラー４３は、位置Ａ
の状態からミラー駆動部４３ａにより可動され、位置Ｂ
に移動する。通常照明光用ランプ４１の通常照明光は遮
られ、代わりにフラッシュ光用ランプ４２のフラッシュ
光がライトガイドケーブル３ａのライトガイド３ｂの光
入射端に入射し、このフラッシュ光により被写体像は一
瞬明るく照らされる。
【００３４】このフラッシュ光用ランプ４２のフラッシ
ュ光により照明された被写体像は、内視鏡２の接眼部２
ｃを介してＴＶカメラ４内のＣＣＤ２１で撮像される。
このとき、ＣＣＵ５のＣＰＵ２４は、ＴＧ２３に制御信
号を送信し、ＣＣＤドライバ２２を介してＣＣＤ２１の
電子シャッタのシャッタスピードを上げるように制御す
る。これにより、このフラッシュ光用ランプ４２のフラ
ッシュ光により照明された被写体像は、ＣＣＤ２１で撮
像されて撮像信号に変換された後、上述したように信号
処理され、１フィールド期間の静止画デジタルデータと
して画像記憶メモリ部２８の静止画用画像メモリ５２に
１次的に記憶される。
【００３５】そして、ＣＣＵ５のＣＰＵ２４は、画像を
フリーズするように画像記憶メモリ部２８に制御信号を
送信する。これにより、ＣＣＵ５のＣＰＵ２４は、フラ
ッシュ光により照明された被写体像の静止画デジタルデ
ータが静止画用画像メモリ５２に書き込まれた時点で、
この静止画用画像メモリ５２の書き込みを停止させる。
そして、ＣＣＵ５のＣＰＵ２４は、静止画用画像メモリ
５２に書き込まれた静止画デジタルデータを次のフイー
ルドで読み出させる。読み出された静止画デジタルデー
タは、セレクタ５３により選択され、Ｄ／Ａ変換器２９
に静止画データが出力される。Ｄ／Ａ変換器２９に出力
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された静止画データは、後段アナログ処理回路３０を経
てモニタ６に出力される。
【００３６】この状態で、再びＣＣＵ５のフロントパネ
ル５ａの操作スイッチ５ｃもしくはＴＶカメラ４のフリ
ーズスイッチ８ａが押下操作されると、フリーズは解除
される。このとき、光源装置３からの照明光は、通常照
明光ランプ４１ａからの照明光に切り換わり、この通常
照明光で照明された被写体像がＣＣＤ２１で撮像されて
撮像信号に変換された後、信号処理され、再び、動画用
画像メモリ５１からのデータがセレクタ５３で選択され
出力される。
【００３７】一方、ＣＣＵ５のフロントパネル５ａの操
作スイッチ５ｃもしくはＴＶカメラ４のレリーズスイッ
チ８ｂが押下操作されると、フリーズが解除されると共
に、バッファ５４がオンとなる。そして、静止画用画像
メモリ５２に記憶された静止画デジタルデータは、バッ
ファ５４を介してデジタル画像記録・圧縮回路３２に送
信される。
【００３８】送信されたデジタル静止画データは、デジ
タル画像記録回路２４で所定のフォーマットへの変換・
ＪＰＥＧ圧縮等が行われ、記録媒体３１にデジタル静止
画像として記録される。尚、この記録媒体３１は、パソ
コンなど他の情報機器に用いることで検索・編集などが
可能となる。
【００３９】この結果、本実施の形態の内視鏡装置１
は、静止画記録時にＣＣＤ２１の電子シャッタのシャッ
タスピードを上げて撮像することにより、ブレやボケの
少ない画像を得ることができる。また、本実施の形態の
内視鏡装置１は、静止画記録時にＣＣＤ２１の電子シャ
ッタのシャッタスピードを上げたことによる光量不足を
補うためにフラッシュ光を点灯させることで、適切な明
るさの静止画を得ることができる。
【００４０】尚、本実施の形態は、照明された被写体像
をリレーレンズ等の導光手段により接眼部２ｃに伝達す
る光学式内視鏡を用いて構成されているものに本発明を
適用しているが、挿入部２ａの先端部に撮像手段を内蔵
している電子内視鏡を用いて構成したものに本発明を適
用しても構わない。また、本実施の形態では、挿入部２
ａが硬性な硬性内視鏡を用いて構成されているが、挿入
部２ａが可撓性で湾曲部を備えた軟性の内視鏡であって
も構わない。
【００４１】尚、本実施の形態は、デジタル静止画記録
手段としてデジタル画像記録・圧縮回路３２及び記録媒
体３１を収納する記録媒体スロット５ｂをＣＣＵ５内部
に設けて構成しているが、これらデジタル画像記録・圧
縮回路３２及び記録媒体スロット５ｂをＣＣＵ５と別体
で設け、デジタル静止画記録装置として構成しても良い
し、また、ＣＣＵ・光源一体型でも良い。
【００４２】（第２の実施の形態）図５及び図６は本発
明の第２の実施の形態に係り、図５は本発明の第２の実
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9
施の形態の内視鏡装置の内部構成を示す回路ブロック
図、図６は図５のＴＶカメラに用いられるプログレッシ
ブＣＣＤの動作を説明する概略説明図であり、図６
（ａ）はプログレッシブＣＣＤの全画素読み出しモード
を説明する概略説明図、図６（ｂ）はプログレッシブＣ
ＣＤの高速ドラフトモードを説明する概略説明図であ
る。
【００４３】上記第１の実施の形態では、前記ＴＶカメ
ラ４に内蔵するＣＣＤとして、現行のＴＶ放送（ＮＴＳ
Ｃ方式）によるインターレーススキャン（飛び越し走
査）方式で全画素の信号を読み出す駆動方式のＣＣＤを
用いたものに本発明を適用しているが、本第２の実施の
形態では前記ＴＶカメラ４に内蔵しているＣＣＤとし
て、プログレッシブスキャン（全画素読み出し）方式の
ＣＣＤを用いたものに本発明を適用する。それ以外の構
成は、上記第１の実施の形態と同様であるので説明を省
略し、同じ構成には同じ符号を付して説明する。
【００４４】即ち、図５に示すように本第２の実施の形
態の内視鏡装置６０は、前記ＴＶカメラ４にプログレッ
シブスキャン（全画素読み出し）方式のＣＣＤ（以下、
プログレッシブＣＣＤ）６１を内蔵して構成される。
【００４５】上記プログレッシブスキャン（全画素読み
出し）方式とは、現行のＴＶ放送（ＮＴＳＣ方式）によ
るインターレーススキャン（飛び越し走査）方式とは異
なり、例えば、図６（ａ）に示すように全画素の信号を
ノンインターレース方式で読み出す全画素読み出し方式
のＣＣＤである。尚、本実施の形態のプログレッシブＣ
ＣＤ６１は、通常、動画撮影時に高速ドラフトモードを
用いて、動解像度を優先して撮像を行うようになってい
るものである。
【００４６】上記高速ドラフトモードとは動作周波数を
一定にして、例えば、図６（ｂ）に示すように垂直方向
の画素（Ｒ，Ｇ，Ｂ）を３ライン毎に１ライン読み出す
というように、間引いて走査するモードである。このこ
とにより、毎秒フレーム数を増やすことが可能であり、
ＮＴＳＣ方式と同じ毎秒６０フレームで撮像することが
できるものである。
【００４７】このように構成された本実施の形態の内視
鏡装置６０の作用を説明する。ＣＣＵ５のＣＰＵ２４
は、上記第１の実施の形態で説明したようにＣＣＵ５の
フロントパネル５ａの操作スイッチ５ｃもしくはＴＶカ
メラ４のフリーズスイッチ８ａが押下操作され、フリー
ズ信号が入力されると、ランプ制御回路１２を制御して
照明光をフラッシュ光用ランプ４２からのフラッシュ光
に切り換えさせると共に、ＣＣＤドライバ２２を制御し
てプログレッシブＣＣＤ６１の電子シャッタのシャッタ
スピードを上げて内視鏡２から伝達される被写体像を撮
像させる。
【００４８】ここで、ＣＰＵ２４は、フリーズ信号が入
力されることで、ＴＧ２３を介してＣＣＤドライバ２２
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に指示信号を出し、プログレッシブＣＣＤ６１の読み出
し方法を高速ドラフトモードから全画素読み出しモード
に変更する。
【００４９】この状態で、再び、ＣＣＵ５のフロントパ
ネル５ａの操作スイッチ５ｃもしくはＴＶカメラ４のフ
リーズスイッチ８ａが押下操作されると、フリーズは解
除され、高速ドラフトモードによる動画の撮像に戻る。
【００５０】また、ＣＣＵ５のフロントパネル５ａの操
作スイッチ５ｃもしくはＴＶカメラ４のレリーズスイッ
チ８ｂが押下操作され、レリーズ信号が入力されると、
フリーズが解除されると共に、記録媒体３１への記録が
行われる。
【００５１】この結果、本第２の実施の形態の内視鏡装
置６０は、上記第１の実施の形態の効果に加え、フィー
ルド間の時間差によるブレの無いフルフレームの静止画
を得ることができる。
【００５２】（第３の実施の形態）図７は本発明の第３
の実施の形態に係る内視鏡装置に用いられる光源装置の
ランプユニットの構成を示す構成図である。上記第１、
第２の実施の形態では、通常照明光用ランプ４１及びフ
ラッシュ光用ランプ４２を有し、静止画を撮像する際に
は通常照明光用ランプ４１をフラッシュ光用ランプ４２
に切り換え、フラッシュ光用ランプ４２からのフラッシ
ュ光にて照明された被写体像を撮像する構成としている
が、本第３の実施の形態では上記第２の実施の形態のプ
ログレッシブＣＣＤ６１を用いた構成において、絞りに
て通常照明光用ランプ４１からの通常照明光を絞り、照
明された被写体像を撮像する構成とする。それ以外の構
成は、上記第２の実施の形態と同様であるので説明を省
略し、同じ構成には同じ符号を付して説明する。
【００５３】即ち、本第３の実施の形態の内視鏡装置に
用いられる光源装置のランプユニット７０は、通常照明
光用ランプ４１及びランプ電源４１ａと、絞り７１と、
この絞り７１を駆動する絞り駆動回路７２とを有して構
成される。
【００５４】前記ＣＣＵ５の前記ＣＰＵ２４は、前記調
光回路３４からの調光信号に基づき、前記ランプ制御回
路１２を介して前記絞り駆動回路７２を制御するように
なっている。
【００５５】このように構成された本第３の実施の形態
の内視鏡装置の作用を説明する。上記第２の実施の形態
と同様にＣＣＵ５のＣＰＵ２４は、ＣＣＵ５のフロント
パネル５ａの操作スイッチ５ｃもしくはＴＶカメラ４の
フリーズスイッチ８ａが押下操作され、フリーズ信号が
入力されると、ＣＣＤドライバ２２を制御してプログレ
ッシブＣＣＤ６１を高速ドラフトモードから全画素読み
出しモードに変更させる。
【００５６】また、これと同時にＣＰＵ２４は、ランプ
制御回路１２に絞り７１を全開に開くように指示する調
光信号を送信する。ランプ制御回路１２は、ＣＰＵ２４
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からの調光信号を受け、絞り駆動回路７２に絞り制御信
号を送信する。絞り駆動回路７２は、絞り制御信号が入
力されると、絞り７１を一気に全開に開く。
【００５７】一方、ＣＣＤドライバ２２からプログレッ
シブＣＣＤ６１の電子シャッタのシャッタスピードを上
げるように制御信号が送信され、絞り７１を介して通常
照明光より明るくなった被写体像を撮像する。
【００５８】この結果、本第３の実施の形態の内視鏡装
置は、上記第２の実施の形態と同様に静止画記録時にプ
ログレッシブスキャン方式にて記録するために解像度の
良い良好な静止画を得ることができることに加え、シャ
ッタスピードを上げたことによる光量不足を補うために
絞り７１を全開又は、全開近く広げることで十分な明る
さの静止画を得ることができる。
【００５９】尚、本第３の実施の形態では、上記第２の
実施の形態のプログレッシブＣＣＤ６１用いた構成とし
ているが、上記第１の実施の形態のインターレーススキ
ャン方式のＣＣＤを用いて構成したものでも良い。
【００６０】また、本発明は、上記した実施の形態にの
み限定されるものではなく、本発明の要旨を逸脱しない
範囲で種々変形実施可能である。
【００６１】［付記］
（付記項１）  静止画撮像用の照明光と動画撮像用の照
明光とを内視鏡に供給可能な照明光供給手段と、この照
明光供給手段からの照明光で照明された被写体像を撮像
する撮像手段と、前記照明光供給手段で発生する前記動
画撮像用の照明光と前記静止画撮像用の照明光とを選択
的に切り換える照明光切換手段と、前記照明光切換手段
を制御して前記動画撮像用の照明光を前記静止画撮像用
の照明光に切り換え、さらに切り換えた当該静止画撮像
用の照明光で照明される被写体像に適合するように前記
撮像手段の動作を制御する制御手段と、を具備したこと
を特徴とする内視鏡装置。
【００６２】（付記項２）  前記制御手段は、前記撮像
手段の露光動作を制御することを特徴とする付記項１に
記載の内視鏡装置。
【００６３】（付記項３）  前記制御手段は、前記撮像
手段の出力動作を制御することを特徴とする付記項１に
記載の内視鏡装置。
【００６４】（付記項４）  前記照明光供給手段は、静
止画撮像用の照明光としてフラッシュ光を発生するフラ
ッシュ光ランプを有していることを特徴とする付記項１
に記載の内視鏡装置。
【００６５】（付記項５）  前記照明光供給手段は、静
止画撮像用の照明光として前記照明光供給手段で発生す
る照明光の光路上に絞り及びこの絞りを駆動する絞り駆
動手段を有していることを特徴とする付記項１に記載の
内視鏡装置。
【００６６】（付記項６）  前記制御手段は、前記照明
光切換手段を制御して前記静止画撮像用の照明光に切り
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換えると共に、前記撮像手段を制御してこの撮像手段の
露光動作速度を上げて静止画を撮像させることを特徴と
する付記項１に記載の内視鏡装置。
【００６７】（付記項７）  前記撮像手段は、高速読み
出しモード及び全画素読み出しモードを有し、前記制御
手段は、前記撮像手段を制御して、この撮像手段の全画
素読み出しモードに切り換えて静止画を撮像させること
を特徴とする付記項１に記載の内視鏡装置。
【００６８】（付記項８）  前記制御手段は、前記絞り
駆動手段を制御し、前記絞りの開口率を制御すること
で、通常照明光で発生した通常光を静止画撮像用の照明
光として供給させることを特徴とする付記項５に記載の
内視鏡装置。
【００６９】（付記項９）  連続光を発生する連続光ラ
ンプと、フラッシュ光を発生するフラッシュ光ランプ
と、前記連続光と前記フラッシュ光とを切り換えて被写
体を照明する照明光切換手段と、前記被写体を撮像する
撮像手段と、前記撮像手段から出力される撮像信号に対
して信号処理する信号処理手段と、前記信号処理手段か
ら出力される映像信号を静止画記録する静止画記録手段
と、前記静止画記録手段を操作する操作スイッチと、前
記操作スイッチから出力される操作信号に基づき、前記
照明光切換手段を制御する照明制御手段と、前記操作信
号に基づき、前記撮像手段の動作を制御する撮像制御手
段と、を具備したことを特徴とする内視鏡装置。
【００７０】（付記項１０）  前記撮像制御手段は、前
記撮像手段の露光動作を制御することを特徴とする付記
項９に記載の内視鏡装置。
【００７１】（付記項１１）  前記撮像制御手段は、前
記撮像手段の出力動作を制御することを特徴とする付記
項９に記載の内視鏡装置。
【００７２】（付記項１２）  前記照明光切換手段は、
前記操作信号に基づき、前記連続光から前記フラッシュ
光に切り換え、前記撮像制御手段は、前記操作信号に基
づき、前記フラッシュ光で照明された被写体像を前記撮
像手段の露光動作速度を上げて撮像させることを特徴と
する付記項９に記載の内視鏡装置。
【００７３】（付記項１３）  被写体に照明光を照射す
る光源ランプと、前記照明光の光路上に設けた絞り手段
と、前記被写体を撮像する撮像手段と、前記撮像手段か
ら出力される撮像信号に対して信号処理する信号処理手
段と、前記信号処理手段から出力される映像信号を静止
画記録する静止画記録手段と、前記静止画記録手段を操
作する操作スイッチと、前記操作スイッチから出力され
る操作信号に基づき、前記絞り手段を駆動制御する照明
制御手段と、前記操作信号に基づき、前記撮像手段の動
作を制御する撮像制御手段と、を具備したことを特徴と
する内視鏡装置。
【００７４】（付記項１４）  前記照明光切換手段は、
前記操作信号に基づき、前記絞り手段の開口率を上げて
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照明光の光量を上昇させ、前記撮像制御手段は、前記操
作信号に基づき、前記光量が上昇した照明光で照明され
た被写体像を前記撮像手段の露光動作速度を上げて撮像
させることを特徴とする付記項１３に記載の内視鏡装
置。
【００７５】（付記項１５）  前記撮像手段は、高速読
み出しモード及び全画素読み出しモードを有し、前記撮
像制御手段は、前記撮像手段を制御して、この撮像手段
の全画素読み出しモードに切り換えて静止画を撮像させ
ることを特徴とする付記項９又は１３に記載の内視鏡装
置。
【００７６】
【発明の効果】以上説明したように本発明によれば、被
写体の動きが速い場合でも良好な静止画を記録可能な内
視鏡装置を実現することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施の形態の内視鏡装置の全体
構成を示す全体構成図
【図２】図１の内視鏡装置の内部構成を示す回路ブロッ
ク図
【図３】図２のランプユニットの内部構成を示す概略構
成図
【図４】図２の画像記憶メモリの内部構成を示す回路ブ
ロック図
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【図５】本発明の第２の実施の形態の内視鏡装置の内部
構成を示す回路ブロック図
【図６】図５のＴＶカメラに用いられるプログレッシブ
ＣＣＤの動作を説明する概略説明図
【図７】本発明の第３の実施の形態に係る内視鏡装置に
用いられる光源装置のランプユニットの構成を示す構成
図
【符号の説明】
１            …内視鏡装置
２            …内視鏡
３            …光源装置
３ａ          …ライトガイドケーブル
４            …ＴＶカメラ
５            …ＣＣＵ
１１            …ランプユニット
１２            …ランプ制御回路
２１            …ＣＣＤ
２２            …ＣＣＤドライバ
２４            …ＣＰＵ
２８            …画像記憶メモリ部
４１            …通常照明光用ランプ
４２            …フラッシュ光用ランプ
４３            …可動ミラー

【図１】
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【図３】 【図４】

【図６】

【図７】
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